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東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
影
響
が
比
較

的
大
き
い
避
難
指
示
区
域
等
の
森
林
は
、

事
故
後
通
常
の
林
業
活
動
が
実
施
さ
れ
て

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

中
断
さ
れ
て
い
る
森
林
施
業
を
適
切
か

つ
円
滑
に
再
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
放

射
物
質
の
拡
散
防
止
対
策
や
作
業
者
の
被

ば
く
低
減
等
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
今

後
の
施
業
再
開
に
向
け
て
必
要
な
知
見
を

得
る
た
め
、
間
伐
等
を
実
施
し
、
放
射
性

物
質
の
拡
散
防
止
、
作
業
者
の
被
ば
く
低

減
そ
の
他
の
課
題
に
対
し
有
効
と
考
え
ら

れ
る
具
体
的
な
手
法
や
そ
の
効
果
に
つ
い

て
の
知
見
を
得
る
た
め
の
実
証
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
実
施
箇
所
は
表
１
の
と

お
り
で
す
。

放
射
性
物
質
の
拡
散
防
止
に
配
慮
し
た
森

林
施
業

森
林
内
の
放
射
性
物
質
の
大
半
が
土
壌

表
層
に
分
布
し
て
い
る
た
め
、
間
伐
の
実

施
時
や
作
業
道
（
間
伐
等
で
伐
採
し
た
木

を
運
ぶ
た
め
の
道
）
土
場
（
伐
採
し
た
木

を
集
積
す
る
場
所
）
を
作
設
す
る
時
に
下

流
域
や
周
辺
地
域
へ
放
射
性
物
質
が
流
出
・

拡
散
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
行
う
実
証
事

業
に
お
い
て
、
作
業
道
や
土
場
の
基
本
的

な
作
設
方
法
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
放
射

性
物
質
の
影
響
を
小
さ
く
す
る
た
め
、
作

設
後
の
土
砂
流
出
防
止
に
も
留
意
し
つ
つ
、

工
事
の
作
業
方
法
、
路
線
の
勾
配
、
排
水

対
策
、
表
土
の
取
扱
い
等
を
検
証
し
ま
す
。

ま
た
、
林
道
修
繕
で
は
、
放
射
線
遮
断

の
た
め
に
10
㎝
の
敷
砂
利
と
路
肩
部
分
に

伐
採
木
を
チ
ッ
プ
化
し
た
も
の
を
厚
さ
10

㎝
で
散
布
し
、
低
減
効
果
に
つ
い
て
検
証

し
ま
す
。

作
業
員
の
被
ば
く
線
量
及
び
粉
じ
ん
発
生

量
の
低
減
効
果
の
検
証

放
射
線
源
が
存
在
す
る
環
境
下
に
お
け

る
外
部
被
ば
く
防
護
の
三
原
則
は
「
距
離

（
放
射
線
源
と
の
距
離
を
と
る
。
）
」

「
時
間
（
作
業
時
間
を
短
く
す
る
）
」

「
遮
へ
い
（
放
射
線
源
と
の
間
に
遮
へ
い

物
を
設
け
る
）
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
や
ハ
ー
ベ
ス
タ
等

の
林
業
機
械
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
被

ば
く
線
量
低
減
効
果
を
検
証
し
ま
す
。

樹
木
へ
の
放
射
性
物
質
の
影
響
の
検
証

皆
伐
跡
地
の
ぼ
う
芽
更
新
（
伐
採
し
た

樹
木
の
切
株
か
ら
発
生
す
る
萌
芽
に
よ
り

森
林
の
再
生
を
図
る
方
法
）
木
と
そ
の
周

辺
土
壌
の
放
射
性
物
質
濃
度
の
測
定
を
実

施
し
ま
す
。
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森
林
に
お
け
る
施
業
再
開
に
向
け
た
実
証
事
業
に
つ
い
て

森
林
整
備
部

森
林
整
備
課

１日１回、採取した水の放射性

物質濃度を測定

各種拡散防止対策等

土のう工

林内から土砂が渓流に流入する

ことを防止するため、作業道の

路肩に土のうを設置

木柵工

間伐実施後の間伐列の谷側や取

水施設周辺へ土砂が流出しない

ように木柵を設置

チップ散布

土砂の流出を防ぐため、列間に

現地発生材を利用したチップを

散布


